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ては市場経済の香りが隠蔽されなければならなし込と述べる(織田 2001) 0 具体的には、商 1日と
して購入された材料を自らの手で調理することによって「手料理Jという交換物へと変化させ
ることや、貨幣を袋に包むことで fi却祝儀Jへと変化させることなどによって表れる。織13の











































が参加する O 新宿の祭礼(秋祭り)は、 10月第2土曜日を中日とする3日間の日程でおこなわれ、
14阿内が参加する O
本宿の祭礼、新宿の祭干しのいずれもほぼ同型の祭りであり、各国Jが曳き回す山車(写真1)と、




表 1 本福の町内と山車 表 2 新宿の町内と山車
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ほんかわぎし
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山泰幸 2009 追憶する社会一神と死霊の表象史新曜社
『百本民俗学翻訳叢警』中国で刊行
福田アジオ、劉魁立再氏を顧問とし、王i境
葵、イ可彬両人が主編を務めた三時からなる
f日本民俗学翻訳叢書jが2010年秋、北京学
苑出版社から刊行され、同年11月に開催の中
国民俗学会年会において刊行記念式が行われ
た。
f日本民俗学翻訳叢書jは、柳田国男 f民
間伝承論・郷土生活研究法J(王京-王暁
葵・何彬訳)、福田アジオ f日本民俗学方法
序説j(彰偉文・王京・於芳訳)の二甘l}と25
名のB本入学者の論文ーからなる f現代日本民
俗学の理論と方法j、合計三官l}で構成されて
いる O
この叢書は、王暁葵.1可彬両人が企画し、
広州の中山大学非物質文化遺産センター
任・康保成教授)が刊行費用を提供し実現し
た。今日中国は経済的に自覚しい発展をして
いるが学術方面の本の売れ行きが良いとは言
えない。学術書籍の刊行は、原稿提出側が出
版資金を準備しなければならない時代となっ
ている O 本企画も立案から刊行まで5年もか
かっている O
日本開執筆者は著作権を譲渡する形で論文
を提供。翻訳参加者のほとんどは、来日経験
のある中国留学生たちである。翻訳者は翻訳
ボランテイアとして、忙しい勉学の合間に日
本語論文を精読して鰯訳に臨んだ。加えて刊
行経費の捻出など、さまざまな努力と諸条件
が揃い、ょうやく今回、日本民俗学の研究成
果の中国への紹介が成功した。
日本民俗学と中国民俗学界の交流は、かな
り以前から人物交流を中心に行われていた。
一方、民俗学関係の著作の翻訳・紹介は、 80
年代に後藤輿普の f民俗学入門J(1984王i三、
王汝漏訳)、柳田鶴男の f伝説論J(1985年、
連湘訳)と関敬苦編の f民俗学j(1986年、
王汝il記-黄益善訳)が単行本の形で翻訳、刊
行されていたほか、 iヨ本民俗学の歩みの紹介、
論文の翻訳も各地域の民俗学関連の雑誌に
倍々には掲載され知られていた。しかし、今
回のような日本民俗学の論著を数多く翻訳
し、数ifl}をセットとして刊行する全部はなか
った。
思外の研究動向に関心を持つ中i盟国内の民
俗学関係の大学院生たちは早速この叢書を購
読している O さらに、日本留学を目指す若者
の中には民俗学専攻に進学しようと、この叢
書を読み終えてから日本の大学院を目指す者
がいる。今後も刊行の条件さえ整えば、日本
の民俗学界の状況がうかがえる論文集や著作
の翻訳を続けてほしいと、中国国内からの声
も間かれる。日本と中国の民俗学の学術交流
の一環に微力ながら寄与できたことを喜んで
いる。(何彬)
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